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論文の内容の要旨

本研究は，コムギ（τπ批舳㈱肋舳L）における耐塩性の品種問差異を明らかにするとともに，光合成速度お

よび乾物生産能力に着目して耐塩性機構を解析したものである。

1．耐乾性および耐塩性が異なると報告されているコムギ6品種をビニールハウス内で砂耕栽培し，乾物生産お

　よび光合成速度に対する長期的な塩ストレス処理の影響を品種間で比較した。駅8および駅9は，農林61号に

　比べ高い浸透圧調節能力を持ち，乾燥ストレス下でも高い光合成を示す耐乾性晶種である。しかし，両品種は

　塩ストレスによって，乾物生産および子実収量を農林6ユ号と同様に減少させ，開花期の光合成速度も低下させ

　た。このことは，耐乾性品種の高い浸透圧調節能力は，塩ストレスによる光合成速度低下を軽減するには十分

　ではないことを示唆している。それに対し，Kh孤chiaでは農林61号に比べ，塩ストレス下で乾物生産および子

　実収量の減少が小さく，この品種の耐塩性は高いと評価した。Kharchiaでも塩ストレス処理によって止葉光合

　成速度が低下したが，農林61号に比べその低下の程度は緩やかであり，また長期間高い値を維持した。Kharchia

　では他の5品種よりも地上部Na＋含有率は低く，一方，根のK＋含有率は高かった。以上のことから，塩ストレ

　ス下では主にイオン要因によって光合成速度が低下するが，耐塩性品種では浸透圧調節能力によらず，Na＋が

　地上部へ移行することを抑制したり，地下部のK＋を保持することによって子実収量を高くさせると考えた。

2．光合成速度に対する浸透圧要因とイオン要因の影響を分離するため，水ポテンシャルの等しい塩ストレスお

　よび乾燥（PEG）ストレス下でコムギ3晶種を栽培し，光合成速度および光合成関連形質の変化を比較した。塩

　ストレス下で光合成速度が低下したのは，浸透圧要因によって気孔が閉鎖し，イオン要因によって葉肉組織に

　おける炭素同化能力が低下したためであった。炭素同化能力の低下をもたらした光化学系PSIのエネルギー変

　換効率の低下は，葉身Na＋含有率と高い負の相関を示した。また，PS亘の光阻害からの回復速度は塩ストレス

　処理によって低下したことから，Na＋牟葉身に蓄積されたために光化学系の光エネルギー消去能力が低下し，栽

　培条件の弱い光環境下でも光阻害が起ったと考えた。PS　Iのエネルギー変換効率と葉身のNa＋含有率との関係

　に品種間差はないことから，Kharchiaは他の晶種よりも地上部へのNa＋蓄積を抑制することによって光合成速

　度を長期聞維持することが明らかとなった。

3．コムギを塩ストレス下で栽培すると，PS亘のエネルギー変換効率が急速に低下する時点がみられる。この時

　点をI冊ecticnpoint（IP）値とし，IP値が耐塩性選抜に応用できるかどうかを検討した。耐塩性の異なるコムギ
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15品種のIP値は，地上部Na＋含有率と高い負の相関を示し，長期問の塩ストレスによる耐塩性評価ともほぼ一

致した。このことから，IP値は，Na＋が地上部に移行する速度を非破壊かつ簡易検定の指標として，耐塩性選

抜に利用できると考えた。

審査の結果の要旨

　以上のように，本研究は，コムギに塩ストレスを与えたときに生じる光合成速度の低下が浸透圧要因とイオン

要因の両者によって引き起こされることを明らかにし，耐塩性晶種では地上部へのNa＋の移行を抑制することが，

塩ストレス下でも光合成速度を高く維持し，高い生産性を保つための耐塩性機構として働くことを実証した。こ

の研究成果は，地球規模で拡大しつつある塩類集積土壌を対象として耐塩性のコムギ品種育成のための基礎とな

り，本研究成果の役割は大きいと判断する。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
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